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『幸福な田舎のっくりかた

地域の誇りが人をつなぎ、小さ

な経済を動かす』

金丸弘美箸

学芸出版社定価1，890円

(四六判、208頁、20129)

『見つけた!最高の経営戦略

10，000社歩いた到達点』

関満博 著/日経トップリーダー編

日経BP社定 価1，575円

(四六判、208頁、2012.12)

r100円商庖街・パル・まちゼミ

お庖が儲かるまちづくり』

長坂泰之編著

学芸出版社定価2，310円

(四六判、256頁、2012.12)
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著者は食環境ジャーナリストであり、食にかかわる専門家である=

全国9地域における取り組みの事例が紹介されている。

食は 「衣 ・食・住」の生活の三大要素のひとつである。たんに杢腹

を満たし生命を維持するだけではなく、素材を活かし、旬を考え、 調

理方法に工夫を加えることによ って食を楽しむことができる。生活の

中で不可欠な文化的一面を担っている。昨今は消費者のニーズ も多様

化し、食の安全や食育、環境負荷といったこと にも関心が高く なっr

いる O

食材の首都圏をはじめとする都市部への販路確保も重要なこと であ

るが、地域のなかで、地域でなければ味わうことができない、 オリジ

ナル性に配慮した食のブランド化はそれ以上に重要である。まちづく

りの視点からも、 美味しい食のあるところに人は集まり、地域経済も

活性化する。地域経済が潤えば地域はおのずから活性化し、地域の内

外から人を呼び寄せる という 好循環が生まれる。豊かな食とまちと い

う生活空間はお互いに相乗効果をもたらし、幸せが築けることを示唆

されている。

小さな会社の地道な取り組みが伝わる経営戦略本である。経営学の

教科書に出てくる定番化した戦略の解説や、大企業の事例紹介と は一

線を画す内容だ。

著者の関満博氏は歩くことにこだわり、約40年間、企業調査を実践

してきた現場学者である。訪問した会社の数は、 10，000社にも及んで

おり、本書は、その中から特選案例を大公開している。

私たちの手の届くところにある 「普通の会社」が、試行錯誤を繰 り

返して見つけ出したオリジナルな経営戦略が紹介されている。「普通

の会社」であるがゆえに、説得力があって日キの経営に活かせるもの

が多い。実例の多くは、地方の中小企業で、ある。決して恵まれている

とは言えない経営環境のなかで生き残りをかけて、 事業分野の選択と

集中、新規事業への進出、異業種・ |百l業種のネ ットワークの活用など、

市場環境の変化に必死なって対応しながら、各社に相応しい経営戦略

を見出すまでのストーリーが拙かれている。会社経営者や起業を考え

ている方はもちろん、ビジネスマンの方々にも、身近な実践例として、

お勧め したい一冊であるo

現在の商庖街は大型庖舗、ネ ット販売、コンビニ、デイスカウント

ショップなど激しい競争にさらされている。だからこそ、商庖街には

従来の来街者を増やすイベントではなく、来応者を増やし、タイトル

にあるような 「お庖が儲かるまちづくり jが必要なのだ。

本書には 「やる気のない商売人はいない。何をやったらいいのか少

し悩んでいるだけだ」と前向きに商業者のやる気を引き出そうとする

ノ、たちが考えた100円商庖街 ・パル ・まちゼミの想いやノウハウが余

すことなく語られている。

これらの取り組みは現状の商庖街の問題をすべて解決してくれる特

効薬ではないが、次第に希薄にな りつつある人と人とのつながりを再

生し、お庖とお客が楽しく会話を交わしながら買い物をする、温かみ

があって居心地の良いまちがつく っていける可能性を感じさせてくれ

る。また企画を成功させるには、 「企画を考え、 実行し、その反省を

し、改善してまた実行するJといったサイクルを継続していく事が大

切なのだと改めて教えてくれる良書である。


